
問　　題

日常会話において，「あの人は，ドライで冷たい性格の人

だ」といった言い方がよくなされ，ドライ，ウエットとい

う湿度に関する感覚を示す表現が人間のパーソナリティの

特徴を示すのに使われている。『広辞苑第 5版』（新村，

1998）では，ドライな性格を「物事をわりきったさま。感

情的でなく合理的・現実的なさま。非情。」，ウエットな性

格を「情にもろいさま。感傷的なさま。」と捉えている。英

語でもドライな性格を「退屈で面白みに欠けるさま」を表

すものとして捉えている (The random House Thesaurus:

Stein & Flexner, 1992)。

こうしたドライ・ウエットという感覚は本来湿度の表現

である。物質のドライ・ウエットさ，湿度については，ド

ライな（乾いた）状態に対応する物質の相は気体であり，ウ

エットな（濡れた，湿った）状態に対応する物質の相は液

体であるというのが，衣服の繊維の濡れが皮膚に与える感

覚を調べる研究（例えば，原田，1991;  Li, 2005; Li, Plante, &

Holcombe, 1992）や，空調が皮膚粘膜に与える感覚を調べ

る研究（例えば，Reinikainen, Jaakkola, & Seppanen, 1992;

Reinikainen, Aunela-Tapola, & Jaakkola, 1997）の間では，共

通の了解事項となっているようである。

こうした湿度感覚は，気体と液体との物質的な性質の差

異に起因していると考えられるが，そうした差異のひとつ

に気体分子と液体分子の運動パターンの違いがある。気体

分子は，大きな運動エネルギーを持ち，高速で飛び回るた

め，分子間には，引力（分子間力）が働かず，各分子が一

つ一つ独立して離れて個別に自由に高速で飛び回るのに対

して，液体分子では，運動エネルギーがかなり小さいため，

分子の間に相互に引力（分子間力）が働いて，各分子が互

いにくっつき寄せ集まって，一まとまりに集団を作り，ゆっ

くり動く。各分子の実際の動きは，気体，液体分子運動シ

ミュレーションムービーで確認することができる。気体，液

体分子運動パターンを図示すると，池内 (2002) による実際

の分子運動コンピュータシミュレーションの静止画では

Figure 1のようになる。

本来湿度の表現であるドライとウエットが，人のパーソ

ナリティの表現に用いられるのはなぜだろうか。さまざま

な可能性が考えられるが，もし人の行動に「気体的」なパ

ターン（各分子 �個人が個別に自由に飛び回る）や「液体

的」なパターン（各分子 �個人が互いに寄せ集まってゆっ

くり動く）を認知することができ，それぞれの行動をとる

個人が「ドライなパーソナリティ」「ウエットなパーソナリ
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Figure 1 気体，液体分子運動パターン
分子運動シミュレーションムービー（研究参加
者に見せたもの）の静止画



ティ」と認知されるなら，こうしたパーソナリティ認知が

湿度感覚の物理的な原因と何らかの形で結びついているこ

とが推測される。そこで，この点を確認するために，実際

に研究参加者に気体，液体の分子運動シミュレーションムー

ビーを見せて，各分子の動きを人の動きと見立てた場合そ

れぞれどの程度ドライ，ウエットと感じるか調べることに

した。

方　　法

データ収集方法 インターネットの webサイトで回答を

収集した。回答のカウントに当たっては，同じ研究参加者

が複数回回答する可能性に対応するため，回答時に同一の

IPアドレスの持ち主は同一の回答者であると見なし，同一

の IPアドレスの複数回答は最新の 1個の回答のみを有効と

見なすとともに，cookieを利用して複数回の回答を受付け

ないように設定した。

研究参加者 回答を得た研究参加者の総数は 206名（男

性 102名，女性 104名）であった。性別情報は，回答時に

性別選択欄を webページにラジオボタンで設け，選択入力

してもらうことで得た。

調査時期 調査時期は，2006年 12月 4日から 9日の 6日

間であった。

刺激映像 刺激は，Ar（アルゴン）の分子運動パターン

をシミュレートする Javaプログラムを，池内 (2002) の web

サイトより入手し，液体と気体それぞれの分子運動を最も

明確に示すように，絶対温度 20度（液体）と 300度（気

体）のそれぞれの分子運動を表すように調整した。プログ

ラムが表示した気体，液体各分子運動のムービーを，パソ

コン上でキャプチャし，各々 30秒間の windows media

video形式のムービーに加工して，webサイト上で研究参加

者のパソコンから再生可能とした。

質問項目 上記各ムービーについて「これは，人々の動

きを早送りで再生したものです。一つ一つの粒々が一人一

人の人間を表しています。このムービーにおける人々の性

格がどの程度ドライ，ウエットに感じられるか 5段階評価

して下さい。」として，ドライ，ウエットそれぞれ別々に回

答させた。段階は，「感じない (0) －少し感じる (1) －やや

感じる (2) －かなり感じる (3) －とても感じる (4)」とした。

手続き 各ムービーは，一度に 1個ずつ，順番をランダ

ムにして呈示し，ムービー毎に回答させるようにした。ま

た，研究参加者のコンピュータ環境に対応しつつ，刺激提

示の条件を揃えるために，「再生回数は可能な限り 2回まで

でお願いします」の旨，断り書きを付けて，読んでもらっ

た。なお，実験操作のデブリーフィングとして，回答が完

了した時点で，「実はこれは，気体，液体分子運動のシミュ

レーションムービーでした。」という断り書きを画面上に呈

示した。

結　　果

気体，液体分子運動パターンが，人の性格としてそれぞ

れドライおよびウエットと感じられた度合いの評定値の平

均値と標準偏差は Table 1に示した通りである。

見せたムービーの種類別にドライ，ウエットに感じた度

合いの違いを見るため，対応のある t検定を行った。結果は

Table 2の通りである。

液体の分子運動を見たとき，ドライ，ウエットと感じる

度合いについては，ウエットと感じる度合いの数値が，ド

ライと感じる度合いよりも，有意に高かった (t (205)�8.74,

p�.01)。

気体の分子運動を見たとき，ドライ，ウエットと感じる

度合いについては，ドライと感じる度合いの数値が，ウエッ

トと感じる度合いよりも，有意に高かった (t (205)�3.21,

p�.01)。

気体と液体とではどちらをよりドライと感じるかについ

ては，気体分子運動パターンをドライに感じる度合いが，液

体分子運動パターンをドライに感じる度合いよりも有意に

高かった (t (205)�6.32, p�.01)。

気体と液体とではどちらをよりウエットと感じるかにつ

いては，液体分子運動パターンをウエットに感じる度合い

が，気体分子運動パターンをウエットに感じる度合いより

も有意に高かった (t (205)�8.25, p�.01)。

考　　察

以上の結果により，気体分子運動のシミュレーションを

人に見立てて観察させるとドライな性格と認知され，一方，

液体分子運動はウエットな性格と認知されることが分かっ

た。気体分子運動パターンと同様に振る舞う人のパーソナ

リティはドライに，液体分子運動パターンと同様に振る舞

う人ではウエットに感じられると考えられる。

こうした関係がなぜ生じるのかは現状でははっきりしな

いが，少なくともドライ，ウエットという言葉の本来の意

味である湿度感や，それを生み出している気体と液体それ
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Table 2 条件間の平均値の差の比較結果（対応あり）

比較対象 t検定

液体ウエット –液体ドライ t (205)�8.74**

気体ドライ –気体ウエット t (205)�3.21**

気体ドライ –液体ドライ t (205)�6.32**

液体ウエット –気体ウエット t (205)�8.25**

** p�.01

Table 1 気体，液体分子運動ムービーへのドライ・ウエッ

ト評価値の平均値と標準偏差（かっこ内）

刺激種類 ドライ ウエット

液体分子運動
0.85 2.09

(1.17) (1.50)

気体分子運動
1.60 1.15

(1.46) (1.24)



ぞれの分子運動のパターンと，パーソナリティの認知にお

けるドライ，ウエットの感覚との間に，なんらかのつなが

りが存在することは推測される。

もちろん，この研究結果だけからパーソナリティにおけ

るドライ，ウエットの認知をすべて説明できるわけではな

い。ドライ，ウエットの認知に関係する諸要因や他のパー

ソナリティ評定との関係についてはより詳細な研究が必要

である。また今回の研究成果には，刺激条件統制の不十分

さなどネット調査という方法に起因する問題点がいくつか

あることも否定できないが，研究の出発点としての価値は

あると考える。
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In this study, an Internet-based survey was conducted to study the relationship between perception of dry-

wet personality dimension and motion patterns of gas and liquid that gave wet or dry impressions. Partici-

pants, 206 in total, observed online computer simulation movies of gas and liquid molecule motion patterns,

and answered how dry or wet they perceived each particle’s motion on each movie as in human behavior. Re-

sults showed that participants saw the motion of gas molecules as dry, and that of liquid wet as in human be-

havior.
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